
2026年度事業活動

海蔵地区の皆様には平素より海蔵地区人権・同和教育推進協議会の活動にご理解とご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。さて本年度の本協議会総会が6月1日に開催され、本年度の案件はすべて承認されま

したのでご報告申し上げます。本年度もよろしくお願い申し上げます。

本年度の主な活動を紹介します。

【１】地区懇談会

本年度は、「LGBT（性的少数者）」をテーマに、

●東阿倉川4町ブロック（7月17日 海蔵地区市民センター：本号発行時には東阿倉川4町ブロックは終

了）●三ツ谷ブロック（8月21日 三ツ谷公会所） ●松ヶ丘・阿倉川新町ブロック（9月11日 松ヶ丘

集会所）で実施します。「誰もがその人らしく-LGBT-」を鑑賞し、皆さんと一緒に考えたいと思いま

す。是非ご参加下さい。

【２】第33回人権を考える集い

10月3日(土)13時30分より海蔵小学校体育館で、戸田恵梨香主演「あの日のオルガン」の映画会を開催

します。皆さんは太平洋戦争末期の東京で、就学前の子どもたちが親元を離れて集団疎開をした事実が

あったことをご存じでしょうか。この映画は20代を中心とした保母（保育士）たちが、園児を連れて集

団疎開を敢行し、53名の子どもの命を守った感動の実話です。皆さんお誘い合わせの上ご来場をお待ち

しております。

【３】機関紙「同推くん」の発行

同推くんの発行は本年度も3回、4月、8月、12月に発行します。様々な人権問題に関する情報を掲載し、

自己啓発や代表組織における学習に役立つ教材として提供できればと考えています。

《新居浜ひかり物語 青いライオン》

6月20日(土)、よっかいち人権大学あすてっぷ2026開校記念公開講座に参加しました。大雨にもかかわ

らず、会場の四日市市勤労者・市民交流センターホールは満員で熱い熱気に包まれていました。

映画「青いライオン」は発達障害のアーティスト石村嘉成（よしなり）さんとその家族の物語です嘉

成さんは愛媛県新居浜市在住のアーティストで、1994年生まれ現在32歳。彼の絵画、版画は国内外で高

い評価を受けています。

2歳で自閉症と診断を受け、それからの親子の歩んだ軌跡や、療育の大切さについて実写を交えて丁

寧に作られた映画でした。映画の後で石村嘉成さんの父親、石村和徳さんの講演がありました。

講演では、育児の方針、目標の一つとして、嘉成さんが地域の中で生きていくために「社会に受け入

れられる子に」、と強い自覚を持って育てたという言葉が心に残っています。

脳に何らかの障害があっても、障害を受けていない脳細胞が必ずある。時間はかかるがこの脳を障害を

受けた脳の代わりが出来るようにした事で、今の嘉成がある。とも言われました。最後は嘉成さん渾身

のライブドローイングで終了しました。

なお7月18日(土)〜9月23日(水)石村嘉成展が愛媛県美術館（https://www.ehime-art.jp/）にて開催中で

す。 （F）
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三重県人センターへ行ってきました。

前回での記事でも紹介されていましたが、委員研修で三重県人センターへ行ってきました。

そこで三重県の差別の歴史や差別解消への取り組みについて三重県人センターのお話しを聞き、展

示エリアの見学をしてきました。

その展示エリアに識字教室についての展示がありました。

識字教室の受講者が以前は日本人だったのが最近では海外の方が多くなってきているとのことでし

た。

そこで気になったのが識字教室以外に外国の方への支援などの、どのような取り組みがあるのか

調べてみました。

外国人支援の主な窓口・相談・交流では下記

のものがありました。

◆四日市国際交流センター (YIC)

場所: 四日市市本町9-8 本町プラザ6階

内容: 生活相談、行政書士による無料相談

（要予約）、日本語教室（サークル）、ボラ

ンティアによる交流。

通訳: 予約時に申し出れば対応可能。

◆外国人市民専用ダイヤル (市役所)

電話番号: 059-327-6712

内容: 窓口業務全般（20言語対応、三者間通訳）。

◆四日市市多文化共生サロン

笹川地区を中心に、地域住民と外国人の交流を促進

また、日本語がわからない、習慣が違う外国の方が避難

所に来た場合の対応する為に、四日市では災害時外国人

住民支援事業を行っていて避難所における外国人避難者

受入訓練を実施していました。

最近では令和7年12月21日（日）に四日市市なやプラザ

体育館で下記の内容の避難訓練が実施されていました。

今後、機会があれば参加したいと思いました。
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訓練の目的について、四日市市ホームページより抜粋しました。

目的

四日市市には約13,700人の外国人市民が暮らして

いるほか、近隣市町からもたくさんの外国人が市

内の企業等で働いています。

大規模災害時、避難所には年齢や性別だけでな

く、さまざまな国籍・言語・文化的背景を持つ人々

が避難してきます。

外国人にとって、避難所の情報やルールは「見

慣れたもの」ではありません。文字が読めない、

放送が聞き取れない、食事や生活の習慣が違うこ

となどが、外国人避難者の孤立や不安につながり

ます。

一方、受け入れる側にも戸惑いや遠慮がありま

す。「伝えたいけど、どう言えばいいの？」「相

手の文化を知らないので、どうしよう？」など、

避難所での受け入れがスムーズにできない可能性

があります。

この訓練は、これらの課題への対応を実践的に学びます。

・内容

・避難所受付設置訓練

・外国人避難者の受入訓練

・避難所資機材の展示・見学

・講義

・対象

・外国人住民、外国人支援に関心のある市民

・外国人防災リーダーズ、消防団員

・自主防災組織、自治会関係者、行政関係者

（ＳＵ）
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◎同推くんのバックナンバーは、『かいぞう地区』のホームページからご覧いただけます。
http://www.kaizotiku.org/

２０２６年度人権を考える集いの、ご案内


